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概要
　本研究では、ＰＩＣプロセッサとＤ・Ａコン
バータＭＣＰ４９２２を用いて、デジタルデータ
をアナログ変換することで波形を発生させる方式
のシンセサイザーを設計、製作しました。

研究の新規性
２つのプロセッサとＤ・Ａコンバータを使用し、
１つを波形発生用、もう一つをキー読み込みとエ
ンベロープ発生用に分けました　。エンベロープ
の波形は、メインの波形を発生するＤ・Ａコンバ
ータのリファレンス電圧を可変することで実現し
ていることが最大の新規性です。

ＳＰＩ通信について
本研究では、ＳＰＩ通信を用いてＤ・Ａコンバー
タを制御します。ＰＩＣをマスター、Ｄ　・Ａコ
ンバータをスレーブとし、ＰＩＣ側からシリアル
クロックとデータを送っています　。具体的には
、８ビット分のデータを送っているときに１ビッ
ト分のデータごとにシリアルクロックが立ち上が
り、そのときのデータをＤ・Ａコンバータが受け
取っています。実際に送っている様子を下図に示
します。

製作したシンセサイザーの構成
以下がシンセサイザーの構成となっています。

１６Ｆ８７７が、キーを読むと同時にＶＲＥＦを
可変することで変調波形を作ります。
ローパスフィルターを通して滑らかなサイン波に
し、アンプを通してスピーカーを駆動しています。

　本体写真
　本体を上から撮ったものです。
　キーボードのドレミファと同じ配置にしま
　した。

　音の設定
　左側のＢＣＤスイッチ３つと２のスイッチでエ
ンベロープ波形を変えます。右側のＢＣＤスイッ
チ３つで音階、ビブラートありかなしか、波形の
切り替え等が行えます。波形は、ノコギリ波、サ
イン波、矩形波５０％、三角波、矩形波２５％矩
形波１２　．５％から選べます。

　エンベロープの変更

　
エンベロープは、ＢＣＤスイッチをひねることで
Ａ（音の立ち上がり）、Ｄ（最大音からサスティ
ンレベルまでの立下り）、Ｒ（サスティンレベル
からフェードアウトするまでの立下り）の領域の
時間を長くしたり、短くすることができます。ま
た、Ｓ（安定している時間）の領域は、２つのス
イ　ッチにより維持する電圧レベルを変えること
が出来る設計にしました。これにより多彩な音の
変化が楽しめます。


